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	福岡市技能功労者等表彰要綱
	（趣旨）
	第１条　この要綱は、本市の技能者の表彰について必要な事項を定めるものとする。
	（表彰の種類）
	第２条　表彰は、次のとおりとする。
	(1)　技能優秀者表彰
	(2)　技能功労者表彰
	２　技能優秀者表彰は、優れた技能（技能者表彰実施要領（厚生労働省）別表職種(2)の欄に掲げる職種をいう。以下同じ。）を有し、その研鑽及び後進の指導育成に努め、及びその日常的な活動が市民の模範となると認められる技能者に対して授与する。
	３　技能功労者表彰は、技能の研鑽及び後進の指導育成に努め、優れた技能をもって本市の産業及び市民生活の向上に貢献し、及びその日常的な活動が市民の模範となると認められる技能者に対して授与する。
	（副賞）
	第３条　前条の表彰には、記念品その他の副賞を付与することができる。
	３　市長は、表彰を受けた技能者が前項各号のいずれかに該当したときは、表彰を取り消すことができる。

	第７条　表彰は、勤労感謝の日又はその前後の適当な日に行うものとする。
	２　市長は、第２条の表彰を受けるべき者が死亡したときは、生前の日に遡って表彰し、表彰に係る表彰状、記念品等は当該死亡した者の遺族に授与することができる。
	（委任）

	第８条　この要綱の実施について必要な事項は別に定める。

